
④－1 家庭教育支援体制整備 福祉と教育の協働の子育て支援
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２、目的
・切れ目なくつなぐ ・教育と福祉の連携 ・地域とのつながり

３、めざす支援方策
・子どもの生活習慣、学習習慣に対する支援

・子どもに対する相談体制、居場所づくりの強化

・保護者が子どもに対して関心を高めるための支援

・保護者に対する相談体制の整備

１、背景
平成28年度「子どもの生活に関する実態調査」を大阪
府及び能勢町を含む府内13市町で共同実施した結果、

家庭が抱える様々な課題と地域における「つなが
り」の希薄化等による家庭教育力の低下が明らかと
なった。（大阪府立大学 との連携開始）

４、具体的な取組
子どもの未来応援センター

家庭教育支援チーム「ほっこり」が誕生。

(訪問型家庭教育支援事業について)

実施主体：能勢町・能勢町教育委員会

訪問対象：年長児(5歳児)及び小学校1～６年生

活動内容：

①家庭教育支援員が全戸家庭訪問（学期に1回）

②ほっこり週間(学期に1回、1週間学校を訪問)

③親学習講演会(子育て応援ぷろぐらむ)の実施



④-2 学校版スクリーニング会議 福祉部×町教委×大阪府立大学
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このシートの項目は、統計分析等の学術的研究に基づいて構成されています。　Ⓒ大阪府立大学山野則子研究室
印刷の際は、Excel右下の改ページプレビューをご活用ください。

現状

【　　　　　　年　　　　月　　　　日実施 】 （　　　　　　ヶ月分）

発達 健康 経済 福祉

㉑
そ
の
他

（
　
　
　
　
　
　
　
　

）

④
今
年
度
の
7
日
間
以
上
の
欠
席

③
不
登
校
期
間
あ
り

（
自
動
入
力

）

㉔
保
健
室
へ
の
来
室

成 果
〇小学1年生から中学3年生までの児童生徒の様子把握

〇情報の伝達・集約・共有 ⇒生活指導体制の見直しへ

〇課題の共有 ⇒不登校への早期対応

〇家庭環境等の情報共有し、より深い子ども理解

〇子どもをたくさんの目、たくさんの職種で見守る意識

※日常的に健康福祉部職員（社会福祉士・保健師等）が
学校内に入り教職員と一緒に会議をする

※福祉分野と教育分野が協働して就学前の情報や家庭
での困り感を共有でき、必要な支援の提供が即座にでき
る。



【事業の趣旨】
子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されること

のないよう、子どもや家庭教育を支援する取組として、学校で

もない、家庭でもない、いわゆる第三の居場所を提供する。

【学校プラットフォーム型】（主体：能勢町・能勢町教育委員会）

• 長期休暇中に小学生を対象に、学校施設を活用し、
体験プログラム、学習会、昼食の提供を行う。

• 登下校はスクールバスを臨時運行。
• スタッフは教育委員会・福祉課職員 中心に

④-3 子どもの居場所づくり事業 教育委員会×健康福祉部×ボランティア

（昨年度の実績）

Ｒ1年度 夏休み元気ひろば（7日間）

参加者：777人（Ｈ30年度：7日間・710人）

Ｒ1年度 夏休み学習会（3日間）

参加者：167人（Ｈ30年度：3日間・166人）

Ｒ1年度 冬休み元気ひろば（2日間）

参加者：169人（Ｈ30年度：2日間・175人）
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【児童の参加状況と就学援助参加率】

全体 Ｈ29 42人/日 12％

Ｈ30 101人/日 31.4％

R１ 111人/日 37.3 ％

就援 Ｈ29 6人/52人 11.5％

Ｈ30 20人/55人 36.4％

R１ 25人/61人 40.9％



⑤ふるさと科「グローバル能勢」
・学校博物館創設 旧学校備品活用
・G能勢教職員研修会継続
（計14回開催）

4

ささゆり

あおばずく ギフチョウ


